
令和7年度　昭島市立清泉中学校

技術・家庭（家庭分野）　年間指導計画、評価規準　「第２学年」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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○地域の食文化 ○地域の食文化に
ついて理解してい
る。

○地域で生産される食材
を知り、それを使う意義と
和食の調理を理解する。

○郷土料理や行事食など
の日本の伝統料理につい
て、自分の食生活を振り
返り、まとめることができ
る。

○地域の食材や食文化に
ついて関心をもって進んで
取り組もうとしている。

1 3

○献立づくり ○献立づくりに関す
る基礎、基本となる
知識や技能を身に
つける。

○食品の調理上の性質に
ついて理解している。.
○これまでの実習で学ん
だ内容を理解し、協力して
調理が適切にできる。

○日常の１食分の調理に
ついて、食品の選択や調
理の仕方、計画について
考え、工夫している。
○栄養バランスの整った
食生活を考え、工夫してい
る。
○これまでの実習を振り
返り、よりよいものにする
ための工夫や改善を考え
ることができる。

○調理に関心をもち、主
体的に実習に取り組もうと
している。

2 3

○持続可能な食生
活

○持続可能な食生
活を送るために食
生活を工夫すること
ができる。

○資源や環境に配慮した
食生活について理解して
いる。

○食生活や環境の関わり
を理解し、環境に配慮した
食生活の工夫を考えるこ
とができる。

○資源や環境に配慮した
食生活について自分の食
生活を振り返り、主体的に
考えようとしている。

3 3

○家庭生活と消費

○商品の選択と購
入

よりよい消費生活
のために

○消費生活とは何
かを知り、トラブル
に巻き込まれない
知識や技能を身に
つける。

○計画的な金銭管理の必
要性について理解してい
る。
○まざまな販売方法や支
払い方法を理解している。
○売買契約のしくみ、消費
者被害の背景と対応につ
いて理解している。

○消費者被害について、
問題発生の原因や予防す
る方法について、さまざま
な視点から考えることがで
きる。

○消費生活に関心をも
ち、自分の消費行動につ
いて振り返り、主体的に考
えようとしている。

評価方法

・実技テスト
・課題
・定期考査

・レポート、プレゼン
・課題ト
・定期考査

・授業への参加姿勢
・ワークシートの記入状況
・課題への取り組み

学期 月 時数 単元名と内容 単元のねらい
観点別評価規準（主たるもの）

○基礎的な日常食の調理
について、調理に必要な
手順や時間を考えて計画
したり、食品の調理上の性
質を意識して調理を工夫
したりしている。
○調理した献立に栄養バ
ランスの整った組み合わ
せを考え、工夫している。
○調理について振り返り、
課題などを整理し、よりよ
いものにするための工夫
や改善を考えることができ
る。

○日常食の調理や調理技
術に関心をもって主体的
に実習に取り組もうとして
いる。

○実習した内容をより深
めようと視野を広げたり、
自分の食生活に生かそう
としている。

1

○食事の役割と食
習慣

○中学生に必要な
栄養を満たす食事

○日常食の調理

○生活の課題と実
践

○食事の役割や中
学生の栄養の特徴
について理解する。
○中学生に必要な
栄養を満たす食事
を考えられる。

○調理器具等の使
い方を理解する。
○安全と衛生に気
をつけて調理でき
る。
○材料に適した加
熱調理がわかる。

○食事の役割や健康と食
習慣の重要性について理
解している。
○中学生に必要な栄養と
栄養素の種類とはたらき
について理解している。
○食品群や概量のめやす
について理解して、自分の
食事を分析することができ
る。
○食品成分表を利用する
ことができる。
○食品や調理器具の安全
と衛生に留意した取り扱い
方について理解している。
○材料に適した加熱料理
の仕方について理解して
いる。

○食生活を振り返り、課題
を見つけ、解決するため
の食品の組み合わせや食
習慣を考えることができ
る。
○１日分の献立作成の方
法を理解し、栄養バランス
を考えることができる。

○自分の食習慣に関心を
もち、健康によい食生活に
ついて考え、実践しようと
している。
○中学生に必要な栄養と
栄養素のはたらきに関心
をもち、日常生活の自分
の食事と関連させて、考え
ようとしている。
○食品の特徴を理解し、
適切に分類することができ
る。
○学習した内容をより深
めようと視野を広げたり、
主体的に自分の食生活に
学んだことを生かそうとし
ている。

3

合計３５時間

2

○さまざまな食品と
その保存

○食品の特徴を理
解し、適切に選び、
扱うことができる。

○食品の調理上の性質に
ついて理解している。.
○生鮮食品や加工食品の
表示の意味や見分け方に
ついて理解している。
○身近な食品を選択する
ために必要な情報を収集
できる。
○調理の目的や食材に
あった基本的な調理がで
きる。


